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平成１７年度 読書指導者養成講座 報告 

７月１６日（土）富岡町文化交流センター学びの森

において行われた標記講座の概要をお知らせします。

講師に図書館情報大学（現：筑波大学）名誉教授の

竹内悊（たけうち さとる）氏を迎え、「子どもと本を楽し

みましょう－家庭でも、地域でも、学校でも」を開催し

ました。参加者は約１４０名。 

竹内氏より「今日の子どもの読書活動振興と、大人

の役割」というテーマで講演がありました。 

大人は、子どもを〈ひとりの人間〉として見ることが必

要であり、教えると同時に自分自身を育てる芽が出る

のを待つことが大切であるとの視点から、子どもの読書

のために、大人ができることは、準備して待つこと。大

人でなければできないことは、自分が本を読む努力を

すること。そして、学校図書館、公共図書館を子どもに

とって魅力のあるものにすることである、とお話いただ

きました。斉籐尚吾氏の「親子読書の手引き十か条」

「親子読書のすすめ十か条」の紹介や様々なエピソード、

ご自身の読書を継続させる工夫などを交えて、家庭・地

域・学校での大人の役割を分かりやすく語られました。 

「読書の楽しみをすべての子どもたちに」 報告 

７月２０日（水）国際子ども図書館にて、「バリアフリ

ー図書の普及を願って－図書館と出版の協同」のテ

ーマでシンポジウムと展示会が開催されました。 
これは、日本国際児童図書評議会（ＪＢＢＹ）が、平

成１５年から巡回展示を行ってきた「世界バリアフリ

ー絵本展」の国内最終展示を記念して、「多くの方に

バリアフリー絵本を知っていただき、すべての子ども

たちが読書の楽しみに巡り会うためにはどのような課

題があるのか、それをどう解決していけばよいかを考

える」ことを目的に行われたものです。 
〈基調講演〉「やさしく読める図書の出版－スウェーデンの経

験から」 ブロール・トロンバッケ氏 （スウェーデン

やさしく読める図書基金所長、元国際図書館連盟(ＩＦ

ＬＡ)障害者サービス分科会常任委員） 

〈ディスカッション〉  コーディネーター攪上久子氏    

（JBBY世界のバリアフリー絵本展実行委員長） 

①「日本の障害のある子どもたちへの図書館サービスの歴

史と展望」   山内薫氏（東京墨田区立緑図書館） 

②「大阪府立中央図書館の取り組みー図書館とわんぱく文庫

のいい関係」 脇谷邦子氏（大阪府立中央図書館） 

③「バリアフリー図書の出版を手がけた経験から」 

鴻池守氏（編集者） 

④「障害のある子どものための本作りと普及」 

   高倉嗣昌氏（ふきのとう文庫理事長・北海学園大学教授） 

なお、「世界のバリアフリー絵本展」は終了してしまいま

したが、関連資料・展示会がありますので、ご紹介します。 
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〈資  料〉『世界のバリアフリー絵本展カタログ』 

日本国際児童図書評議会（JBBY） 2003.8 

〈展示会〉日本のバリアフリー図書の歩み 

日時：２００５年７月２１日（木）～９月４日（日） 

場所：国際子ども図書館３階ホール  

問合：国際子ども図書館 TEL 03-3827-2053  

イベント・講習会 情報 

◆ ロシアの絵本を日本の子どもに 

「ロシア児童文学の世界－昔話から現代の作品まで」関連講演 

講師：松居直氏（福音館書店相談役・ＪＢＢＹ会長） 

日時：２００５年９月３日（土）１４：００～ 

場所：国際子ども図書館３階ホール  

問合：国際子ども図書館 TEL 03-3827-2053  

聴講には申し込みが必要です。詳細はＨＰをご覧ください。

http://www.kodomo.go.jp/event/evt/index.html 

市町村における子どもの読書活動推進計画 

平成１７年３月３１日現在の文部科学省調査によれ

ば、県内での策定済みは、郡山市、いわき市、大熊

町、大信村、長沼町（４/１須賀川市へ合併）。策定作業中

の市町村は５、策定を検討中は２７となっています。

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/17/06/05070401.htm 

ＮＥＷＳ 

◆ カーネギー賞、ケイト・グリーナウェイ賞（７月８日発表） 

カーネギー賞は『Millions』（邦訳『ミリオンズ』 フラ

ンク・コットレル・ボイス著 池田真紀子訳 新潮社）、

ケイト・グリーナウェイ賞は『Jonathan Swift's Gulliver"』

（邦訳『ガリヴァー旅行記―ヴィジュアル版』 クリス・

リデル絵 原田範行訳 岩波書店）が受賞しました。 

◆ 文字・活字文化振興法 制定 

国民が活字に親しめる環境の整備を図るため、超

党派の活字文化議員連盟が取り組んできた「文字・活

字文化振興法」が７月２９日公布・制定されました。  

 

【ご質問・情報はこちらへ 福島県立図書館・児童図書研究室】 

 〒960-8003 福島市森合字西養山１番地 

TEL 024-535-3218 FAX 024-536-4787 

E-mail kodomo@library.fks.ed.jp 

http://www.library.fks.ed.jp/
http://www.kodomo.go.jp/event/evt/index.html
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/17/06/05070401.htm
mailto:kodomo@library.fks.ed.jp

